
全
管
連
青
年
部
福
島
で
盛
況
に
総
会

魅
力
あ
る
業
界
へ
結
束
力
強
化

首
都
直
下
地
震
に
備
え
防
災
訓
練

人
命
救
助
を
最
優
先
に
指
示

国
交
省

対
策
本
部

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
青
年
部
協
議
会
（
秋
山
雅
仁
会
長
）
は
八
月
二
十
五
日
、
福
島
県
福
島
市
の

ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で
第
二
十
二
回
通
常
総
会
を
開
き
、
新
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。
全
国
の

会
員
を
は
じ
め
行
政
・
業
界
関
係
者
ら
約
四
百
二
十
名
が
一
堂
に
集
い
、
全
国
組
織
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
活
発
な
事
業
活
動
を
通
じ
て
一
段
と
結
束
力
を
強
め
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
へ
達
成
感

を
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
業
界
を
め
ざ
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

総
会
に
は
委
任
状
を
含
め

三
十
四
団
体
が
出
席
。
冒

頭
、
秋
山
会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
二
○
二
○
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て

受
注
環
境
は
上
向
き
傾
向
に

あ
る
一
方
で
人
材
不
足
な
ど

の
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
建
設
現
場
で
働
い
て

い
る
技
能
労
働
者
は
約
三
百

三
十
一
万
人
と
い
わ
れ
る

が
、
二
十
九
歳
以
下
の
若
年

層
は
一
割
程
度
で
あ
り
、
今

後
十
年
間
で
技
能
労
働
者
の

約
三
分
の
一
に
あ
た
る
高
齢

者
層
の
大
量
離
職
が
想
定
さ

れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
若
者
に

選
ば
れ
る
産
業
の
必
要
性
を

自
覚
し
、
将
来
へ
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
担
い
手
育
成

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
そ

の
一
環
と
し
て
一
般
・
子
供

向
け
に
水
の
大
切
さ
や
管
工

事
業
界
の
重
要
性
を
紹
介
す

る
動
画
を
親
会
委
託
事
業
と

し
て
作
成
し
た
。
各
組
合
の

事
業
活
動
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。
千
六
百

名
を
超
え
る
全
国
の
会
員
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動

を
通
じ
て
結
束
力
を
強
め
、

次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
へ

達
成
感
を
実
感
で
き
る
魅
力

あ
る
業
界
を
め
ざ
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
力

強
く
述
べ
た
。

議
事
で
は
廣
田
勝
義
理
事

・
宇
都
宮
市
管
工
事
業
協
同

組
合
青
年
部
会
専
務
理
事
を

議
長
に
選
出
し
、
平
成
二
十

九
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、

役
員
補
充
選
任
、
平
成
三
十

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

な
ど
五
議
案
を
原
案
ど
お
り

承
認
。
新
年
度
は
広
報
関
連

事
業
と
し
て
「
ア
ヒ
ル
の
た

ま
ご
」
の
発
刊
、
全
管
連
ジ

ャ
ー
ナ
ル
へ
の
寄
稿
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、
環
境
問

題
研
究
事
業
報
告
書
の
作

成
、
全
管
連
総
会
Ｐ
Ｒ
、
周

年
事
業
へ
の
参
加
、
相
談
員

の
派
遣
、
会
員
交
流
事
業
と

し
て
研
修
会
の
開
催
、
出
前

ト
ー
ク
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
親
会

委
託
事
業
と
し
て
管
工
事
業

界
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利
用
し
た
会

員
交
流
、
担
い
手
育
成
事
業

な
ど
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

総
会
終
了
後
、
詩
人
・
国

語
教
師
で
福
島
の
復
興
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
和
合
亮
一
氏
が
「
福
島
か

ら
橋
を
か
け
た
い
」
を
テ
ー

マ
に
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

懇
親
会
で
は
開
催
地
を
代

表
し
て
大
橋
学
福
島
県
管
工

事
協
同
組
合
連
合
会
青
年
部

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
来
賓
の

渡
辺
皓
全
管
連
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
副
会
長
・
宮
城
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
、
畠
利
行
福
島
県
副
知

事
、
木
幡
浩
福
島
市
長
ら
が

祝
辞
を
述
べ
、
八
島
洋
一
福

島
市
水
道
事
業
管
理
者
の
音

頭
で
一
斉
に
乾
杯
。
祝
宴
で

は
地
元
の
太
鼓
演
奏
な
ど
を

交
え
て
賑
や
か
に
歓
談
し
、

次
回
開
催
地
の
北
海
道
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
青
年

部
協
議
会
が
多
数
の
参
加
を

呼
び
か
け
、
成
瀬
章
宏
副
会

長
の
中
締
め
で
盛
況
の
う
ち

に
散
会
し
た
。

国
土
交
通
省
の
緊
急
災
害

対
策
本
部
（
本
部
長
・
石
井

啓
一
国
交
相
）
は
八
月
三
十

一
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同

省
幹
部
会
議
室
で
首
都
直
下

地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

を
繰
り
広
げ
た
。
本
番
さ
な

が
ら
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の

中
で
石
井
本
部
長
は
人
命
救

助
を
最
優
先
に
被
災
者
の
救

出
・
救
助
の
支
援
に
全
力
で

取
り
組
む
よ
う
指
示
し
た
。

同
省
は
毎
年
、
防
災
週
間

（
八
月
三
十
日
〜
九
月
五

日
）
に
地
震
防
災
訓
練
を
実

施
。
今
年
は
東
京
二
十
三
区

を
震
源
と
す
る
首
都
直
下
地

震
を
想
定
し
、
緊
急
災
害
対

策
本
部
会
議
の
運
営
訓
練
を

行
っ
た
。
発
災
か
ら
約
二
時

間
後
の
開
催
と
い
う
状
況
設

定
の
中
で
発
災
時
の
参
集
体

制
や
災
害
情
報
の
収
集
・
伝

達
・
共
有
体
制
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
関
東
地
方
整
備

局
や
関
東
運
輸
局
な
ど
と
の

テ
レ
ビ
会
議
を
展
開
し
た
。

対
策
本
部
会
議
で
は
石
井

本
部
長
が
①
人
命
救
助
を
最

優
先
に
関
係
機
関
と
連
携
し

て
被
災
者
の
救
出
・
救
助
の

支
援
に
全
力
で
あ
た
る
②
被

災
状
況
の
早
期
把
握
に
全
力

を
挙
げ
る
③
緊
急
輸
送
路
確

保
へ
陸
・
海
・
空
の
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
講
じ
る
④
海
上
保

安
庁
と
Ｔ
Ｅ
Ｃ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ

Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣

隊
）
は
総
力
を
挙
げ
て
迅
速

に
対
応
す
る
⑤
関
係
地
方
公

共
団
体
の
要
請
を
待
つ
こ
と

な
く
積
極
的
に
対
応
し
、
要

請
に
対
し
て
は
迅
速
・
全
面

的
に
支
援
す
る

の
五
点

を
指
示
。
ま
た
気
象
庁
が
地

震
・
天
候
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
し
、
同
省
水
管
理
・
国

土
保
全
局
、
関
東
地
方
整
備

局
、
関
東
運
輸
局
な
ど
が
取

り
組
み
状
況
を
報
告
し
た
。

秋山会長

大橋青年部長

福島市のホテル辰巳屋に４２０名参集

渡辺全管連副会長

講演する和合氏

情報収集・伝達・共有体制を確認

石井本部長
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